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まごころ少額短期保険の現状 

平成27年度決算 

 

ひとびとの「あんしん」の提供を目指して 

 

 弊社は、広く日本中のすべての皆様に心のこもった保険サービスを提供することをモット

ーに誕生した会社です。その想いで誕生した弊社がすべきことは、「相互扶助の精神」を

少額短期保険業で実践することだと考えています。 

 具体的には、次の２つのことを実践します。 

 第一に、相互扶助の精神を企業活動の根本理念に据え、人々が安心して暮らして行く

ために必要な日本の社会保障に合致した保険商品、また、日本社会の実情に合った保

険商品を開発してまいります。そのために、生命保険の再保険分野で世界第三位の実

績を誇るＲＧＡ再保険会社と提携し、万一の保障の備えを完全なものにするとともに、世

界中の英知を結集した保険商品の提供を通じて少しでも皆様のお役にたてるように努め

ます。 

 第二に、保険商品の開発・提供活動と並行して、皆様のココロとカラダの健康増進を側

面的に支援するために、人と人とがつながる場づくりに力を注いでいます。歴史を振り返り

ますと、生命保険は、イギリスのセントポール寺院の牧師たちの中で始まったといわれてお

ります。つまり、顔を見知った仲間同士の間で始まったわけです。我々が目指す保険も、

そこに立ち戻りたいと考えています。保険を通じて、保険契約者の皆様の顔が見えるとと

もに、保険契約者同士がお互いにつながるような場をつくりたいと考えております。そのた

めに、健康管理サービス会社等と提携してより良い場の提供を心掛けてまいります。セミ

ナーなどのイベントを通じて保険契約者同士が知り合い、いずれはお互いが助け合うよう

な場が出来てくれればと願っております。 

 我々は、心のこもった保険サービスの提供のみならず、皆様が相互に助け合える場を

提供する保険会社を目指すことにより、皆様のココロとカラダの両面の健康増進のお役に

たてると信じています。 

この創業の理念をさらに発展させるため、本年より新たに傷害保険商品も取扱商品に

加え、相互扶助の精神の充実を図っております。 

 

                      代表取締役社長 

 

 

本誌は「保険業法第 272 条の 17 において準用する保険業法第 111 条および同施行規則第 211

条の 37」に基づき作成したディスクロージャー資料（「業務及び財産の状況に関する説明書類」）です。 
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Ⅰ 会社の概要および組織 

１．会社概要（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

社   名  まごころ少額短期保険株式会社 

設 立 日  平成 20 年 3 月 6 日 

開 業 日  平成 20 年 12 月 15 日 

資 本 金  242,500 千円 

本社所在地  東京都渋谷区広尾 3 丁目 12 番 36 号 

登録番号  関東財務局長（少額短期保険）第 39 号 

ＵＲＬ http://www.magocoro-ins.com 

 

２．経営の組織（平成 28 年 7 月 1 日現在） 

 

 

株主総会

取締役会

代表取締役

監査役

営業統括部

業務統括部

収納課

財務統括部

営業課

システム管理課

契約課

保全課

保険金課

商品開発課

営業業務課

渉外課

人事総務課

財務経理課
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（店舗所在地） 

本店：東京都渋谷区広尾 3 丁目 12 番 36 号 ワイマッツ広尾ビル 4Ｆ 

お客様相談窓口：ＴＥＬ 0120（15）－1167 

受付時間：9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く） 

本店以外の店舗はありません。 

 

３．株式・株主の状況（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

（１）株式数・株主数 

発行可能株式総数 発行済株式の総数 平成 27 年度末株主数 

80,000 株 7,990 株 6 名 

 

（２）主要な株主の状況 

氏名または名称 所有株式数 
発行済株式総数に対する 

所有株式数の割合 

株式会社ジェイエイチディ 3,940 株 49.3％ 

花戸 信行 1,550 株 19.4％ 

五十川 純 1,000 株 12.5％ 

崎村 忠正 500 株 6.3％ 

横田 正幸 500 株 6.3％ 

深見 安廣 500 株 6.3％ 

 

４．役員の状況（平成 28 年 7 月 1 日現在） 

役  職 氏  名 

代表取締役社長 五十川 純 （いそがわ じゅん） 

取 締 役 小西 一彰 （こにし かずあき） 

取 締 役 井殿 彰夫 （いでん あきお） 

監 査 役 西田 等 （にしだ ひとし） 

 

５．従業員の状況（平成 28 年 3 月 31 日現在） 

従業員数 平均年齢 平均勤続年数 

4 名 37.8 歳 3 年 
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Ⅱ 主要な業務に関する事項 

１．主要な業務の内容 

当社は、少額短期保険の引受けを行っており、主要商品の内容は以下のとおりです。 

 

（１）医療保険金付定期保険 

POINT１ 死亡保障、障害保障、介護保障の定期保険 

POINT2 

医療保険 

医療費のかかる傷病には保険金がアップ 

日額最大 20,000 円×30 日分（1 入院）を給付 

1,300 種類以上の手術に対応 

妊娠時の普通分娩に対応 

POINT3 

傷害死亡、特定重度障害は倍額のお支払 

不慮の事故を原因として死亡または要介護 5・要介護 4・障害 1 級・障害 2 級に

なられたときは、保険金 300 万円の倍額（600 万円）をお支払します。 

POINT4 医師の診断は不要で簡単申し込み 

 

【保障内容】 

普通死亡保険金 保障 保険期間中に死亡されたとき 300 万円 

重度障害保険金 保障 当社所定の重度障害および介護状態になられたとき 300 万円 

入院保険金 日額 病気やケガで 1 泊 2 日以上入院されたとき 5,000 円～2 万円  

手術保険金 一回 
平成 20 年度医科診療点数表で 5,000 点以上の

手術を受けられたとき 

20 万円 ,10 万円 , 

5 万円 

先進医療保険金 一回 厚生労働省の定める先進医療を受けられたとき 5 万円～80 万円 

傷害死亡保険金 保障 不慮の事故を原因として死亡されたとき 600 万円 

特定重度障害保険金  保障 
不慮の事故を原因として要介護 5・要介護 4・ 

障害 1 級・障害 2 級になられたとき 
600 万円 
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（２）定期保険 

POINT１ 

お手頃な保険料で死亡保障を準備 

葬儀費用の全国平均は何と約 200万円（平成 23年度）。例えば 40歳男性の場

合、月額 1,406 円というお手頃な保険料でその準備が可能です。 

POINT2 

介護も保障。重度障害（1 級及び 2 級）も保障 

疾病またはケガにより一定の身体障害（障害 1 級、障害 2 級、要介護 5、要介護

4）となった場合、退院後のリハビリ費用や自宅のバリアフリー化に伴う改装費など

の支出が生じます。また、社会復帰までの生活費も必要です。そのような状態にな

られたときの経済的サポート。 

POINT3 医師の診断は不要で簡単申し込み 

 

【保障内容】 

普通死亡保険金 保障 保険期間中に死亡されたとき 300 万円 

重度障害保険金 保障 当社所定の重度障害および介護状態になられたとき 300 万円 
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（3）傷害保険 

POINT１ 傷害死亡、傷害入院、傷害通院、山岳遭難、日常生活賠償の定期保険 

POINT2 
発生した不慮の事故を直接の原因として被保険者が保険期間中に死亡した場合

に補償します。 

POINT3 ケガの治療を目的とする入院、または、通院による治療を補償します。 

POINT4 被保険者が他人にケガをさせたり、他人の物を壊したりしたときに補償します。 

POINT5 山で遭難したと警察に認定され、実施された救助などの費用を補償します。 

 

【保障内容】 ※下記の補償内容は、販売している保険の一例です。 

傷害死亡保険金 保障 責任開始日以後に傷害にて死亡されたとき 200 万円 

傷害入院保険金 日額 ケガで 1 泊 2 日以上入院されたとき 10,000 円 

傷害通院保険金 日額 ケガで通院されたとき 3,000 円  

山岳遭難・捜索救

助費用保険金 
一回 山で遭難して救助を受けられたとき 

最大 300 万円 , 

（免責３万円） 

日常生活賠償 

保険金 
一回 

被保険者が他人にケガをさせたり、他人の物を

壊したりしたとき 

最大 1,000 万円 , 

（免責３万円） 

 

 

 その他、入院、手術、先進医療までトータルにサポートする「医療保険」、医療保険に

精神行動障害による所得補償保険をプラスして、うつ病、認知症、統合失調症まで手

厚くサポートする「総合医療保険」がございます。 
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２．平成 27 年度における事業の概況 

（１）事業の経過および成果 

 当社は、「上期は既存マーケットの深堀、下期は新商品による新たなマーケットの開拓」

という戦略を柱に据え、健康食品マーケットへの開拓、山岳保険マーケットの開拓などの

諸策を講じてまいりました。その成果は十分ではなかったものの保険契約件数と保険料

収入の増加につながり、年度末の保有契約件数および収入保険料は前期を上回ること

ができました。 

 一方費用については、事業費は前年度と同程度で推移したものの、死亡保険金の支

払いが増加したことから最終的に 19,494 千円の損失額を計上することとなりました。 

 しかしながら、契約者保護及び経営安定化の観点から自己資本の充実を図るため、

平成 28 年 3 月に 20,000 千円の増資を実行したことにより、純資産額は 23,645 千円

と前期と同程度になり、保険金等の支払能力の充実の状況を示す比率 (ソルベンシー・

マージン比率)は前期と同程度の 1556.8％になっています。 

 

（２）対処すべき課題 

当社の事業目的は、保険業が本来担っている相互扶助の精神を企業活動の根本理

念に据え、人々が安心して豊かに暮らせる社会に相応しい保険商品とサービスを提供し

ていくことであります。そこで、次期は以下の 4 項目を重点方針に掲げて事業展開してま

いります。 

①財務・収益 

契約者保護のため経営の安定化を図ることは最重要課題であると捉えています。既

存マーケットの深堀につながるような新たな商品の開発及び既存商品が活かせる新

たなマーケットを開拓することにより保険料収入を増やしていけるよう努めます。 

②顧客満足 

   保険申込時や保険契約の更新時などお客様と関わりをもつ機会を大切にすることに

より、お客様の身近な存在となってサービスの質が低下しないよう努めます。 

③業務改善 

保険業の事務は法令の変更により年々複雑になっているため、事務ルールの順守

強化と社内監査の強化を図ることによって事務体制の強化に努めます。 

④組織強化 

単なる人員増加によるのではなく、社員一人一人が法令の意味を十分理解し当社

の方針を着実に実施することにより、組織の強化につなげます。 
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３．直近の３事業年度における主要な業務の状況を示す指標             (単位：千円) 

区   分 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

経 常 収 益 124,762 120,087 129,310 

経常利益または経常損失 △43,539 △13,896 △19,494 

当期純利益または当期純損失 △42,844 △14,186 △19,494 

資本金の額 

（発行済株式の総数） 

220,000 

（7,090 株） 

232,500 

（7,590 株） 

242,500 

(7,990(株)) 

純 資 産 額 12,325 23,139 23,645 

保険業法上の純資産額 18,139 27,124 27,359 

総 資 産 額 77,219 65,940 60,822 

責任準備金残高 6,128 4,398 4,147 

有価証券残高 － － ― 

ソルベンシー・マージン比率 1063.3％ 1542.3％ 1556.8％ 

配 当 性 向 － － ― 

従 業 員 数 6 人 5 人 4 人 

正味収入保険料の額 73,292 78,027 76,909 

※保険業法上の純資産額は、保険業法施行規則第 211条の 8第 1項の規定に基づき、貸借

対照表の純資産の部の金額に異常危険準備金を加えて算出しております。 

 

４．直近の２事業年度における業務の状況 

（１）主要な業務の状況を示す指標等 

①正味収入保険料                                           （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 60,924 57,934 

医 療 保 険 17,103 16,906 

損 害 保 険 － 2,069 

合  計 78,027 76,909 

※正味収入保険料は、「（保険料－解約返戻金－その他返戻金）－（再保険料－再保険返戻

金－その他再保険収入）」により算出しております。 
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 ②元受正味保険料                                           （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 84,599 79,404 

医 療 保 険 21,685 23,319 

損 害 保 険 － 6,899 

合  計 106,285 109,623 

※元受正味保険料は、「保険料‐解約返戻金‐その他返戻金」により算出しております。 

 

 ③支払再保険料                                             （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 23,675 21,470 

医 療 保 険 4,582 6,413 

損 害 保 険 － 4,830 

合  計 28,258 32,713 

※支払再保険料は、「再保険料-再保険返戻金‐その他再保険収入」により算出しております。 

 

 ④保険引受利益                                             （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 △2,865 △8,961 

医 療 保 険 △11,039 △8,803 

損 害 保 険 － △1,280 

合  計 △13,904 △19,044 

※保険引受利益は、「保険引受収益‐保険引受費用‐（保険引受に係る）営業費及び一般管

理費」により算出しております。 

 

 ⑤正味支払保険金                                           （単位：千円） 

区  分 平成 25 年度 平成 26 年度 

死 亡 保 険 8,635 8,934 

医 療 保 険 5,964 8,901 

損 害 保 険 － 35 

合  計 14,600 17,870 

※正味支払保険金は、「保険金+給付金-回収再保険金」により算出しております。 
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 ⑥元受正味保険金                                           （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 11,450 21,118 

医 療 保 険 18,351 14,382 

損 害 保 険 － 116 

合  計 29,801 35,616 

 

 ⑦回収再保険金                                             （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 6,454 12,184 

医 療 保 険 5,610 5,481 

損 害 保 険 － 81 

合  計 12,064 17,746 

 

（２）保険契約に関する指標等 

 ①契約者配当金の額 

  該当事項はありません。 

 

 ②正味損害率、正味事業費率および正味合算率                     （単位：％） 

区  分 
平成 26 年度 平成 27 年度 

正味損害率  正味事業費率  正味合算率  正味損害率  正味事業費率  正味合算率  

合 計 22.7 97.1 119.8 23.2 101.2 124.4 

※1 正味損害率は、「正味支払保険金/正味収入保険料×100」により算出しております。 

※2 正味事業費率は、「正味事業費/正味収入保険料×100」により算出しております。 

※3 正味事業費は、「事業費-再保険手数料」により算出しております。 

※4 事業費は、損益計算書の「事業費-保険業法第 113 条繰延額＋保険業法第 113 条繰

延資産償却費」により算出しております。 

※5 正味合算率は、「正味損害率＋正味事業費率」により算出しております。 
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 ③元受損害率、元受事業費率および元受合算率                     （単位：％） 

区  分 
平成 26 年度 平成 27 年度 

元受損害率  元受事業費率  元受合算率 元受損害率 元受事業費率  元受合算率 

合 計 28.0 71.2 99.2 32.5 73.2 105.7 

※1 元受損害率は、「（保険金＋給付金）/（保険料-解約返戻金-その他返戻金）×100」に

より算出しております。 

※2 元受事業費率は、「事業費/（保険料-解約返戻金-その他返戻金）×100」により算出し

ております。 

※3 事業費は、損益計算書の「事業費-保険業法第 113 条繰延額＋保険業法第 113 条繰

延資産償却費」により算出しております。 

※4 元受合算率は、「元受損害率＋元受事業費率」により算出しております。 

 

 ④出再した再保険会社の数と出再保険料の上位５社の割合 

 平成 26 年度 平成 27 年度 

出再した保険会社の数 １ 社 2 社 

出再保険料のうち上位５社の出再保険料の割合 １位 100％ 85.2％ 

出再保険料のうち上位５社の出再保険料の割合 ２位 0％ 14.8％ 

 

 ⑤出再保険料の格付ごとの割合                                   （単位：％） 

格付区分 
出再保険料における割合 

平成 26 年度 平成 27 年度 

Ａ 以上 100 100 

BBB 以上 － － 

そ の 他 － － 

合  計 100 100 

※格付区分は、スタンダード・アンド・プアーズ社（Ｓ＆Ｐ社）の格付けを使用しております。 

 

 ⑥未だ収受していない再保険金の額 

  該当事項はありません。 
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（３）経理に関する指標等 

 ①支払備金                                                 （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 513 931 

医 療 保 険 1,339 1,108 

損 害 保 険 － － 

合  計 1,852 2,039 

 

 ②責任準備金                                               （単位：千円） 

区  分 平成 26 年度 平成 27 年度 

死 亡 保 険 3,181 2,858 

医 療 保 険 1,216 1,126 

損 害 保 険 － 163 

合  計 4,398 4,147 

 

 ③利益準備金および任意積立金の区分ごとの残高 

  該当事項はありません。 

 

 ④損害率の上昇に対する経常損失の変動 

損害率の上昇シナリオ 発生損害率が 1％上昇すると仮定します。 

計算方法 正味既経過保険料×1％ 

経常損失の増加額 
平成 26 年度 平成 27 年度 

780 千円 780 千円 

 

（４）資産運用に関する指標等 

 ①資産運用の概況 

区 分 
平成 26 年度 平成 27 年度 

金 額（千円） 構成比（％） 金 額（千円） 構成比（％） 

現 預 金 41,139 62.4 35,158 57.8 

金銭信託 － － － － 

有価証券 － － － － 

運用資産計 41,139 62.4 35,158 57.8 

総 資 産 65,940 100.0 60,822 100.0 
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 ②利息配当収入の額および運用利回り 

区 分 
平成 26 年度 平成 27 年度 

金 額（千円） 金 額（千円） 金 額（千円） 利回り（％） 

現 預 金 2 2 1 0.0 

金銭信託 － － － － 

有価証券 － － － － 

小 計 2 2 1 0.0 

その他 － － － － 

合 計 2 2 1 0.0 

 

 ③保有有価証券の種類別の残高および合計に対する構成比 

  該当事項はありません。 

 

 ④保有有価証券の種類別の利回り 

  該当事項はありません。 

 

 ⑤保有有価証券の種類別の残存期間別残高 

  該当事項はありません。 

 

５．責任準備金の残高の内訳                                    （単位：千円） 

 平成 26 年度 平成 27 年度 

死亡保険  医療保険  合 計 死亡保険  医療保険  損害保険 合 計 

普通責任準備金  246 166 412 189 133 111 433 

異常危険準備金  2,934 1,050 3,985 2,669 993 52 3,714 

契約者配当準備金  － － － － － － － 

合 計 3,181 1,216 4,398 2,858 1,126 163 4,147 
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Ⅲ 運営に関する事項 

１．勧誘方針について 

当社は、以下の勧誘方針に基づき販売活動を行っております。 

 

 

１．基本方針 

「保険業法」、「金融商品の販売等に関する法律」、「消費者契約法」、その他の法令等を遵守

し、公正かつ誠実な営業活動を行います。 

２．適切な勧誘 

お客様の立場に立ってその意思を尊重し、適切かつ適正なご案内に努めます。お客様からのご

相談・ご要望等には迅速かつ誠実に対応いたします。 

３．適切な告知 

お客様には、告知義務があること、また、この告知義務に違反したときは少額短期保険契約が

解除されることを説明し、もれなく正しい告知が得られるように努めます。お客様に対し告知を妨

害したり、不告知や不実告知を勧めることはしません。 

４．わかりやすい説明 

お客様に商品内容を正しくご理解していただけるよう、保険商品の内容、契約に関する重要事

項について、わかりやすい説明に努めます。 

５．保全の適正な処理 

お客様からの連絡や要望事項については、迅速かつ適切に処理します。 

６．支払 

万が一保険金の支払事由が発生した場合、お客様の適正な請求に基づき、適確な保険金支

払いに努めます。 

７．プライバシー保護 

お客様の個人情報は、法令に則った社内規定を明確に定め、適正な管理を行いお客様のプラ

イバシーを保護します。 

８．お客様サービスの徹底 

お客様のご意見・ご要望を真摯に受け止め、適切にお応えできるよう商品知識の向上やサービ

スの充実に努めます。 

９．法令遵守 

全役員・従業員に対し、法令遵守研修等の計画的な研修を通し教育、管理、指導を行い、適

正な募集活動が確保されるよう努めます。 

10．お客様相談窓口 

お客様のご契約について、ご不明なことや、お気づきの点等がございましたら、当社お客様相談

窓口までご連絡ください。 

 

      お客様相談窓口  

ＴＥＬ （03）5466-1167 ＦＡＸ （03）5466-1169 

受付時間 9：00～17：00 （土日祝日、年末年始を除きます。） 

 

【勧誘方針】 
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２．お客様満足度向上への取組みについて 

（１）お客様対応 

保険業が担っている相互扶助の理念を企業活動の根本に据えております。 

よりお客様にご満足いただくために当社の全社員が「お客様の声」を真摯にうけとめ、お

客様の期待に応える対応を心がけます。 

 

（２）「お客様の声」の受付から業務品質の改善まで 

お寄せいただいた「お客様の声」は、業務統括部に集約され、一元管理のもとでの詳

細な原因分析により経営課題を抽出し、対応などを検討して業務品質の改善につな

げます。 

 

（３）ご契約者様に対する情報提供の実態および商品に対する情報とデメリット情報提供の方法  

（商品を正しくご理解いただくための取組み） 

当社では、お客様に商品に関する詳細な情報を提供し、お客様に商品内容を正しくご

理解いただき、ご納得のうえご契約いただけるよう、次の取組みを行っております。 

①契約概要 

お客様に保険商品の内容をご理解いただくため、必要な情報（商品の仕組、保障内

容等）を記載した「重要事項」を保険募集を行う際にお渡ししております。 

②注意喚起情報 

ご契約に際して、お客様に特にご注意いただきたい重要な条項を記載した「注意喚

起情報」を保険募集を行う際にお渡ししております。 

③ご契約のしおり・約款 

保険のお申込みの際には、ご契約に関する詳細な内容を記載した「ご契約のしおり、

約款」をお渡ししております。 

④パンフレット 

各種商品の仕組みや特徴をわかりやすく記載し、ご契約の募集の際にお渡ししてお

ります。 

 

（４）お客様に告知の重要性をご理解いただくための取組み 

お客様の告知された内容が事実と異なる場合、ご契約が解除になったり、保険金や給

付金をお受取りになることができない場合がございます。さらに、ご健康状態により新た

な保険契約にご加入できない場合は、一切の保障を失うことにつながりかねません。 

当社では、お客様に安心を提供するため、正しい告知の重要性を充分にご理解いただ

くことが重要であると考え、次のような取組みを行っております。 
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①お客様に告知の重要性および告知制度について正しくご理解いただくため、お客様

説明用チラシを用意しております。 

②お客様がご契約時に告知いただいた内容を、事後的にご確認いただくことができるよ

う、告知書を複写化しております。 

 

（５）ご契約をご確認いただくための取組み 

実際にご契約された内容が、お客様のお申込み内容どおりのものとなっているかをご確

認いただくため、次のような取組みを行っております。 

①承諾書の送付 

お申込み完了後、お客様に承諾書を送付しております。 

②保険証券の送付 

ご契約成立後、お客様に保険証券を送付しております。 

 

（６）ご契約内容に関するお手続きについて 

①お客様相談窓口のお電話による受付 

お客様相談窓口では、全国のご契約者様から、お電話による各種お手続きやご相

談を承っております。 

②インターネットによるお申込み 

当社では、ホームページ（URL ｈｔｔｐ：//www.magocoro-ins.com）から保険申込み

のお手続きが可能となっております。 

 

（７）保険金のお支払いについて 

当社は、保険金のご請求やご相談の窓口として、専門部署である「事故センター」を設

置しております。同センターでは、専門のスタッフがご契約者様に保険金のご請求等に

ついてわかりやすくご案内するよう努めております。また、複数のスタッフによる査定や

再保険会社による確認を通して、保険金の支払漏れや支払誤りを防止しております。 
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３．リスク管理について 

（１）リスク管理体制について 

少額短期保険業を取り巻くリスクは複雑多岐なものになっています。こうした中、当社

ではリスクの所在を充分に理解したうえで、そのリスクをコントロールしてくことが経営の重

要課題の一つであるとの認識のもと、リスク管理の強化に努めております。 

 

（２）想定しているリスク 

管理すべきリスクとして 10 のリスクを定め、それぞれにリスク管理を行っております。 

①保険引受けリスク 

商品開発または改定に際して、適切な料率または責任準備金を設定しなかったこ 

とにより、収益性に悪影響が生じるリスク 

②資産運用リスク 

保有する資産の価格が変動し、損失を被るリスク 

③資金繰りリスク 

当社の財務内容の悪化に伴う支払保険金の増加等により流入する資金の減少や

流出する資金の増加が生じ、資金ポジションが悪化して当社がデフォルトするリスク 

④実質資産負債差額リスク 

法令等に定める実質資産負債差額に関する規定に抵触するリスク 

⑤事務リスク 

当社の役員、社員または保険募集人が「正確な事務を怠る」あるいは「事故・不正

等を起こすこと」により、当社が損失を被るリスク 

⑥システムリスク 

情報システムが停止または誤作動、不正利用等により、当社が損失を被るリスク 

⑦法務リスク 

法令等違反リスク、法律紛争リスク、法令判断懈怠リスク 

⑧情報漏洩リスク 

当社の役員、社員または保険募集人による情報の管理体制に不備があり、または

不正利用等により、当社が損失を被るリスク 

⑨レピュテーションリスク 

当社に否定的な評価・評判が日本国内外に流布され、当社が損失を被るリスク 

⑩災害等リスク 

災害・事故・犯罪に起因して、当社の役員または社員等当社業務に密接な関連を

有する者の生命・身体が害され、または当社の施設が被害を被ることによって当社

が損害を被るリスク 
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（３）再保険について 

①再保険とは 

当社は保険金支払責任を果たし、事業の安定を図るために保険金支払責任の全

部または一部を再保険会社に転嫁して、リスクの平準化、分散化を行っております。

これを「再保険」といい、再保険に出すことを「出再」といいます。 

②出再方針 

事業収支の長期安定化をはかるため、当社が保有するリスクの限度額（保有限度

額）により保有方針を定め、出再しております。 

再保険カバーの手配にあたっては、主要格付機関による格付をベースに信用度の

高いＲＧＡおよびＣＣＲに出再しております。 

 

４．法令遵守体制について 

（１）コンプライアンス方針 

お客様の信頼をあらゆる事業活動の原点に置き、健全かつ公正な経営を旨とし、コン

プライアンスを経営の基本に位置づけております。 

 

（２）コンプライアンス推進体制 

コンプライアンスの徹底には、日常業務に根ざした取組みが極めて重要です。そのため、

当社の各課がそれぞれの担当分野において法令等の遵守を徹底していくこととしており

ます。 

 

（３）具体的な取組み 

コンプライアンス推進の主な具体的な取組みは以下のとおりです。 

①諸規則、各種事務マニュアルの見直し 

②コンプライアンス研修の実施 

③コンプライアンスに関する点検・モニタリングの企画や立案 

 

（４）「消費者契約法」「金融商品販売法」「金融商品取引法」への取組み 

当社では、お客様が保険商品やご契約の内容を正しくご理解のうえ、ご契約いただけ

るよう「消費者契約法」「金融商品販売法」および「金融商品取引法」を遵守しておりま

す。 
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５．個人情報の取扱いについて 

当社では、個人情報の保護に関する法律その他の関連法令、金融分野における個人

情報保護に関するガイドラインを遵守して、以下のとおり個人情報を適切に取扱うととも

にその安全管理について適切な措置を講じます。また当社は個人情報の取扱いが適

正に行われるように、当社の代理店および役職員への指導・教育を徹底し、適正な取

扱いが確実に行われるよう取組んでおります。 

 

 

１．個人情報の取得 

当社は、業務上必要な範囲内かつ、適法で公正な手段により個人情報を取得します。 

２．個人情報の利用目的 

当社では、次の業務を実施する目的に必要な範囲内で個人情報を利用します。 

○ 保険契約の申込みに係る引受の審査、引受、履行および管理  

○ 適正な保険金・給付金の支払い 

○ 再保険契約の締結、再保険契約に基づく通知および再保険金の請求  

○ お問合せや依頼などへの対応 

○ その他、上記に付随する業務ならびにお客様とのお取引および当社の業務運営を適切かつ

円滑に履行するために行う業務に関して、個人情報の目的外使用・第三者提供についてお

客様から取得いたしました個人情報は、お客様の同意を得た場合、法律上提供しなければ

ならない場合を除き、目的の範囲を超えて利用したり、第三者に開示・提供することはいたし

ません。 

３．個人データの安全管理 

当社は、個人データを正確かつ最新なものにするため、適切な措置を講じます。また、個人デー

タへの不正アクセス等が行われることを防止するため、必要と考えられる対策を講じます。 

４．個人データの第三者への提供 

当社は、次の場合を除き、第三者に個人データを提供することはありません。 

○ あらかじめ同意がある場合 

○ 利用目的を達成するために業務を委託する場合  

○ 法令により必要とされる場合 

  ５．個人情報の開示・訂正・利用停止等について 

当社は、お客様からご自身の個人情報に関して利用目的の通知・開示・訂正・追加・削除・利

用停止の依頼があった場合は、特別の理由がない限り対応いたします。 

  ６．個人情報保護方針の見直しについて 

当社は、本個人情報保護方針について、法令等の制定改廃や社会情勢の変化・お客様の認

識の変化・技術の進歩等に応じて継続的に改善・向上に努めます。 

  ７．お問合せについて 

上記の基本方針および個人情報の開示等に関するお問合せは、下記までお願いいたします。

ご照会者がご本人であることを確認させていただいたうえで対応させていただきますので、予めご

了解をお願いいたします。 

      お問合せ窓口  

ＴＥＬ （03）5466-1167 ＦＡＸ （03）5466-1169 

受付時間 9：00～17：00 （土日祝日、年末年始を除きます。） 

【個人情報保護方針】 
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６．反社会的勢力等への対応について 

当社は、適切かつ健全な少額短期保険事業を行うにあたり、2007 年（平成 19 年）6

月 19 日犯罪対策閣僚会議幹事会において決定された「企業が反社会的勢力による

被害を防止するための指針」等を遵守するとともに、当社の「コンプライアンス・マニュア

ル」ならびに反社会的勢力への対応に関する規定に準拠して、反社会的勢力に断固

たる態度で対応し、関係を遮断するために、以下のとおり「反社会的勢力に対する基

本方針」を定めました。 

 

 

 

 １．取引を含めた一切の関係遮断 

当社は、反社会的勢力排除に向けた社会的責任および反社会的勢力により当社、従業員お

よび顧客等が受ける被害防止の重要性を十分認識し、反社会的勢力との関係遮断を重視し

た業務運営を行います。 

２．組織としての対応 

当社は、反社会的勢力に対しては、従業員の安全確保を最優先に行動します。 

３．裏取引や資金提供の禁止 

当社は、反社会的勢力に対しては、資金提供や事実を隠蔽するための不当な裏取引を一切

行いません。 

４．外部専門機関との連携 

当社は、反社会的勢力への対応に際し、適切な助言・協力を得ることができるよう、警察、財団

法人全国暴力追放運動推進センター、弁護士などの外部専門機関等との連携強化を図りま

す。 

５．有事における民事および刑事の法的対応  

当社は、反社会的勢力からの不当要求等に対しては、民事と刑事の両面から、積極的に法的

対応を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【反社会的勢力に対する基本方針】 
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７．情報開示について 

当社は、皆様に当社をご理解いただくために、当社に関する重要な情報の公正かつ適

時・適切な開示に努めております。 

（１）ホームページ 

当社のホームページでは、お客様向けにトピックス、商品、サービス、各種手続き、資

料請求等についてご案内しております。 

（２）ディスクロージャー資料 

当社の業務および財務状況等についてご理解いただくために、毎年「まごころ少額短

期保険の現状」を作成しております。 

（３）会社案内 

会社概要を簡潔に説明した冊子を作成しております。 

 

８．指定紛争解決機関（ＡＤＲ機関）について 

当社は、一般社団法人日本少額短期保険協会との間で、少額短期保険業務に関す

る苦情処理手続きおよび紛争解決手続きなどのための手続実施基本契約を締結して

おります。当社との間で解決できない問題等が生じた場合は、同協会が運営する指定

紛争解決機関「少額短期ほけん相談室」をご利用いただくことができます。「少額短期

ほけん相談室」は、公正かつ中立的な立場から和解の斡旋・解決支援を行っておりま

す。 

 

 

    少額短期ほけん相談室（指定紛争解決機関） 

ＴＥＬ：（フリーダイヤル） （0120）82-1144 

ＦＡＸ：（03）3297-0755 

受付時間：9：00～12：00、13：00～17：00 

      受付日：月曜日から金曜日（祝日ならびに年末年始休業期間を除く） 
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Ⅳ 財産の状況 

１．計算書類 

（１）貸借対照表                                               （単位：千円） 

科  目 

平成 26 年度 

平成 27 年 3 月 31 日現在 

平成 27 年度 

平成 27 年 3 月 31 日現在 

金 額（千円） 構成比（％） 金 額（千円） 構成比（％） 

（資産の部） 

現金及び預貯金 

 現金 

 預貯金 

有形固定資産 

無形固定資産 

 ソフトウェア 

再保険貸 

その他資産 

 未収金 

 前払費用 

供託金 

 

41,139 

40 

41,099 

2,055 

－ 

－ 

2,157 

7,558 

7,406 

151 

13,000 

 

62.4 

0.1 

62.3 

3.1 

－ 

－ 

3.3 

11.5 

11.2 

0.2 

19.7 

 

35,158 

18 

35,140 

1,757 

－ 

－ 

2,989 

7,001 

6,868 

133 

13,000 

 

57,8 

0.0 

57.8 

2.9 

－ 

－ 

4.9 

11.5 

11.3 

0.2 

21.4 

資産の部 合計 65,940 100.0 60,822 100.0 

（負債の部） 

保険契約準備金 

 支払備金 

 責任準備金 

代理店借 

再保険借 

その他負債 

 借入金 

 未払法人税等 

 未払金 

 未払費用 

 預り金 

 仮受金 

 

6,251 

1,852 

4,398 

218 

4,743 

31,588 

25,000 

369 

3,816 

502 

317 

1,582 

 

9.5 

2.8 

6.7 

0.3 

7.2 

47.9 

37.9 

0.6 

5.8 

0.8 

0.5 

2.4 

 

6,186 

2,039 

4,147 

387 

6,830 

23,774 

19,000 

0 

3,228 

507 

258 

781 

 

10.2 

3.4 

6.8 

0.6 

11.2 

47.9 

31.2 

0.0 

5.3 

0.8 

0.4 

1.3 

負債の部 合計 42,801 64.9 37,177 61.1 

（純資産の部） 

資本金 

資本剰余金 

 資本準備金 

利益剰余金 

 利益準備金 

 その他利益剰余金 

  繰越利益剰余金  

 

232,500 

147,000 

147,000 

△356,360 

－ 

△356,360 

△356,360 

 

352.6 

222.9 

222.9 

△540.4 

－ 

△540.4 

△540.4 

 

242,500 

157,000 

157,000 

△375,855 

－ 

△375,855 

△375,855 

 

398.7 

258.1 

258.1 

△618.0 

－ 

△618.0 

△618.0 

純資産の部 合計 23,139 35.1 23,645 38.9 

負債・純資産の部 合計 65,940 100.0 60,822 100.0 
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（２）損益計算書                                               （単位：千円） 

科   目 
平成 26 年度 

平成 26 年 4 月 1 日から 
平成 27 年 3 月 31 日まで 

平成 27 年度 

平成 27 年 4 月 1 日から 
平成 28 年 3 月 31 日まで 

経常収益 

 保険料等収入 

  保険料 

  再保険収入 

   回収再保険金 

 支払備金戻入額 

 責任準備金戻入額 

 資産運用収益 

  利息及び配当金収入 

 その他経常収益 

120,087 

118,350 

106,285 

12,064 

12,064 

－ 

1,729 

2 

2 

5 

129,310 

129,058 

109,622 

19,436 

17,746 

1,690 

251 

1 

1 

1 

経常費用 

 保険金等支払金 

  保険金・給付金 

  再保険料 

 責任準備金等繰入額 

  支払備金繰入額 

  責任準備金繰入額 

 資産運用費用 

 事業費 

  営業費及び一般管理費 

  税金 

  減価償却費 

 その他経常費用 

  保険業法第 113 条繰延資産償却費  

133,983 

58,059 

29,801 

28,258 

197 

197 

－ 

－ 

75,726 

74,799 

374 

552 

－ 

－ 

148,804 

65,329 

35,616 

32,713 

186 

186 

－ 

－ 

80,289 

79,505 

356 

428 

－ 

－ 

経常利益（経常損失） △13,896 △19,494 

特別利益 

 固定資産等処分益 

 その他特別利益 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

特別損失 － － 

契約者配当準備金繰入額 

税引前当期純利益（同当期純損失） 

法人税及び住民税 

法人税等調整額 

法人税等合計 

当期純利益（当期純損失） 

－ 

△13,896 

290 

－ 

290 

△14,186 

－ 

△19,494 

－ 

－ 

－ 

△19,494 
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（３）キャッシュ・フロー計算書                                     （単位：千円） 

科  目 
平成 26 年度 

平成 26 年 4 月 1 日から 
平成 27 年 3 月 31 日まで 

平成 27 年度 

平成 27 年 4 月 1 日から 
平成 28 年 3 月 31 日まで 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

  保険料の収入 

  再保険による収入 

  保険金等支払による支出 

  再保険料支払による支出 

  事業費の支出 

  その他 

      小  計 

  利息及び配当金の受取額 

  利息の支払額 

  契約者配当金の支払額 

  その他 

  法人税等の支払額 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 

108,283 

13,947 

△29,801 

△27,570 

△73,080 

－ 

△8,221 

2 

－ 

－ 

65 

△290 

△8,444 

 

105,310 

18,635 

△35,616 

△30,625 

△72,686 

－ 

△14,982 

1 

－ 

－ 

― 

 

△14,981 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

  有価証券の取得による支出 

  有価証券の売却・償還による収入 

  有形固定資産の取得による支出 

  有形固定資産売却による収入 

  その他 

 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

  借入れによる収入 

  借入金の返済による支出 

  株式の発行による収入 

  配当金の支払額 

  その他 

 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

900 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  － － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,444 △5,981 

Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高 49,583 41,139 

Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 41,139 35,158 
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（４）株主資本等変動計算書 

 ①平成 26 年度（平成 26 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日まで）  (単位：千円) 

 株主資本 

純資産 

合計 資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 

合計 
資本 

準備金 

資本剰余

金合計 

その他利

益剰余金 利益剰余

金合計 繰越利益

剰余金 

当期首残高 220,000 134,500 134,500 △342,174 △342,174 12,325 12,325 

当期変動額 

 新株の発行 

 当期純利益 

 

12,500 

－ 

 

12,500 

－ 

 

12,500 

－ 

 

－ 

△14,186 

 

－ 

△14,186 

 

25,000 

△14,186 

 

25,000 

△14,186 

当期変動額合計  12,500 12,500 12,500 △14,186 △14,186 10,814 10,814 

当期末残高 232,500 147,000 147,000 △356,360 △356,360 23,139 23,139 

 

 ②平成 27 年度（平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日まで） 

 株主資本 

純資産 

合計 資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

株主資本 

合計 
資本 

準備金 

資本剰余

金合計 

その他利

益剰余金 利益剰余

金合計 繰越利益

剰余金 

当期首残高 232,500 147,000 147,000 △356,360 △356,360 23,139 23,139 

当期変動額 

 新株の発行 

 当期純利益 

 

10,000 

－ 

 

10,000 

－ 

 

10,000 

－ 

 

－ 

△19,495 

 

－ 

△19,495 

 

20,000 

△19,495 

 

20,000 

△19,495 

当期変動額合計  10,000 10,000 10,000 △19,495 △19,495 23,645 23,645 

当期末残高 242,500 157,000 157,000 △375,855 △375,855 23,645 23,645 
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２．保険金等の支払能力の充実の状況（ソルベンシー・マージン比率）     （単位：千円） 

 平成 26 年度 平成 27 年度 

（１） ソルベンシー・マージン総額 32,124 32,359 

 ① 純資産の部の合計額（繰延資産等控除後の額） 23,139 23,645 

② 価格変動準備金 － － 

③ 異常危険準備金 3,985 3,714 

④ 一般貸倒引当金 － － 

⑤ その他有価証券評価差額（税効果控除前）（99％又は 100％） － － 

⑥ 土地の含み損益（85％又は 100％） － － 

⑦ 契約者配当準備金の一部（除、翌期配当所要額） － － 

⑧ 将来利益 － － 

⑨ 税効果相当額 － － 

⑩ 負債性資本調達手段等 5,000 5,000 

 告示（第 14 号）第 2 条第 3 項第 5 号イに掲げるもの（10（a）） 5,000 5,000 

告示（第 14 号）第 2 条第 3 項第 5 号ロに掲げるもの（10（ｂ）） － － 

（２） リスクの合計額 √[Ｒ1
2＋Ｒ2

2]＋Ｒ3＋Ｒ4 4,165 4,157 

 保険リスク相当額 3,985 3,983 

 Ｒ1 一般保険リスク相当額 3,985 3,983 

Ｒ4 巨大災害リスク相当額 － － 

Ｒ2 資産運用リスク相当額 588 551 

  価格変動等リスク相当額 － － 

 信用リスク相当額 410 352 

 子会社等リスク相当額 － － 

 再保険リスク相当額 155 169 

 再保険回収リスク相当額 21 30 

Ｒ3 経営管理リスク相当額 137 136 

（３） ソルベンシー・マージン比率 （１）/｛（１/２）×（２）｝ 1,542.3％ 1,556.8％ 

 

３．有価証券等の取得価額または契約価額、時価および評価損益 

（１）有価証券 

 該当事項はありません。 

 

（２）金銭の信託 

 該当事項はありません。 
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